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人口の動き
　1月1日現在
男5．414（＋4）

女5．501（一10）

計10．915（一6）

世帯数2．438（一5）

（）内は前月との比較
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
覧
の
よ
う
に
、
ま
れ
に
み
る
気
候

条
件
に
恵
ま
れ
、
皆
さ
ん
に
は
『
さ
ぞ

か
し
お
元
気
で
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
日
ご
ろ
町
政

の
円
満
な
運
営
の
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら

暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

、
9
，
9
8
－
9
『
『
『

／

　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　Oノ

難羅灘

’
欝

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

明
る
く
健
全
な
町
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
長
根
津
正
三

　
ふ
り
返
つ
て
、
昨
年
と
い
う
も
の
を

な
が
め
て
み
ま
す
と
、
国
内
外
の
激
し

い
動
き
の
輪
の
中
に
あ
っ
て
、
町
も
ま

た
、
い
く
つ
か
の
悪
条
件
や
試
練
と
い

う
も
の
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が

そ
の
将
来
を
見
通
す
と
い
う
考
え
方
に

た
っ
た
場
合
、
ひ
じ
ょ
う
に
含
蓄
の
あ

る
一
年
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
計
画
面
積
約
一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及

く。〉

　
　
ぶ
大
規
模
ほ
場
整
備
事
業
の
開
始
、
第

　
　
二
、
第
三
号
の
工
場
誘
致
実
現
、
過
疎

　
　
地
域
振
興
計
画
の
樹
立
や
農
業
振
興
地

　
　
域
整
備
計
画
の
策
定
。

　
　
　
常
設
保
育
所
建
設
を
は
じ
め
と
す
る

　
　
福
祉
の
充
実
に
意
を
注
い
だ
こ
と
、
教

　
　
育
面
に
お
け
る
千
手
小
学
校
の
目
本
一

　
　
健
康
優
良
学
校
獲
得
、
中
学
校
の
廃
合

　
　
自
倉
小
学
校
改
築
、
全
国
へ
き
地
教
育

　
　
研
究
大
会
の
開
催
。

お
だ
や
か
な
　
　
　
　
㎜

　
　
　
新
　
　
年
　
　
　
　
｝

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
雪
の
降
ら
な
　
　
｝

　
　
　
　
（
庁
舎
屋
上
か
ら
、
五
日
）
　
　
㎜

　
雪
に
対
す
る
土
地
の
条
件
や
感
覚
、

考
え
方
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
差
違
が
生
　
　
㎜

じ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
降
雪
　
　
㎜

で
も
大
雪
と
い
う
乙
と
で
、
た
ち
ま
ち

交
通
の
渋
滞
し
て
し
ま
う
都
市
も
あ
れ

ば
、
逆
に
、
三
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
く
ら

い
な
ら
ま
だ
小
雪
の
う
ち
と
い
う
よ
う

な
地
方
さ
え
あ
る
の
で
す
。

い
の
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
，
　
　
　
　
　
．

　
今
日
の
こ
の
写
真
は
〃
き
っ
と
記
録

的
な
写
真
に
な
る
ぞ
〃
と
、
毎
目
、
カ

メ
ラ
を
ぷ
ら
さ
げ
て
は
、
街
頭
を
ス
ケ

ッ
チ
し
て
い
る
の
で
す
が
：
：
：

　
あ
る
い
は
、
中
仙
田
地
区
の
水
道
建

設
や
住
宅
団
地
の
造
成
、
国
道
改
良
の

越
ケ
沢
ト
ン
ネ
ル
起
工
、
広
域
市
町
村

圏
の
設
定
等
々
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
川
西
町
の
ち
ょ

う
ど
満
十
五
歳
の
年
を
、
内
容
の
豊
か

な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

り
ま
す
。

　
新
し
い
年
は
、
さ
ら
に
、
道
路
整
備

防
災
お
よ
ぴ
安
全
体
制
の
強
化
、
産
業

の
振
興
、
教
育
環
境
の
整
備
、
福
祉
の

向
上
、
水
道
普
及
率
の
伸
長
や
保
健
医

療
体
制
の
充
実
等
に
つ
い
て
、
均
衡
の

と
れ
た
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
計
画
的

に
進
め
て
ま
い
る
考
え
で
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
満
た
し

て
い
く
う
え
で
、
地
方
財
政
と
い
う
も

の
は
ま
こ
と
に
き
ぴ
し
い
も
の
が
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
政
の
責
任

者
と
し
て
、
再
選
直
後
の
新
年
の
門
出

に
あ
た
り
、
覚
悟
を
新
た
に
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
い
っ
ぽ
う
、
日
常
も
っ
と
も
気
が
か

り
な
の
は
、
交
通
事
故
の
多
発
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
痛
ま
し
い
事
故

を
、
な
ん
と
し
て
も
絶
滅
し
て
し
ま
う

よ
う
、
皆
さ
ん
か
ら
特
別
の
ご
認
識
を

い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
こ

数
年
来
、
米
の
生
産
調
整
問
題
を
筆
頭

に
、
町
の
当
面
し
た
数
々
の
曲
折
と
い

う
も
の
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

議
会
、
各
種
委
員
会
等
と
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
こ
れ
を
乗
り
切
っ
て
ま
い
つ
た

の
と
同
様
、
本
年
も
、
挙
町
体
制
の
実

を
十
分
に
発
揮
し
て
、
明
る
い
、
健
全

な
町
づ
く
り
に
む
け
て
力
強
く
進
ん
で

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
ど
う
ぞ
、
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
を
た

ま
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

三　　二　　二　　十十
＋査＋業＋を九日　　新
一定六の二提日　　編年
日の日終日出　編　成度
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町了事　要　課方　作予
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町
議
会
報
告
（
十
二
月
定
例
会
）
　
『
　
　
・
、

土
木
課
・
水
道
課
を
併
合
㍉
建
設
課
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
算
認
定
、
予
算
補
正
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

旧
年
、
暮
れ
の
十
四
日
に
招
集
さ
れ
た
第
九
回
町
議
会
定
例
会
は
、
翌
十
五
日

　
と
合
わ
せ
て
会
期
二
日
間
で
、
四
十
五
年
度
の
決
算
認
定
七
件
、
四
十
六
年
度

　
　
一
般
会
計
予
算
の
三
回
目
の
補
正
な
ど
六
議
案
、
ほ
か
に
請
願
三
件
を
審
議
し

　
　
　
最
後
に
町
政
に
対
す
る
一
般
質
間
を
行
な
っ
て
、
昭
和
四
十
六
年
を
締
め
く
く

　
　
　
　
り
ま
し
た
。

　
　
高
倉
分
校
、
新
年
度

　
　
か
ら
独
立
校
に

　
議
案
第
一
号
は
、
川
西
町
課
設
置
条

例
の
一
部
改
正
。
こ
れ
は
、
い
ま
ま
で

の
土
木
課
、
水
道
課
の
ふ
た
つ
を
統
合

し
て
新
た
に
建
設
課
を
置
く
と
い
う
内

容
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
の
ち

同
条
例
は
十
五
日
公
布
、
同
日
施
行
と

な
り
ま
し
た
6
へ

・
議
案
の
第
二
号
は
、
川
西
町
立
学
校

…
』
十
二
月
定
例
会
　
　
㎜

㎜
請
願
、
の
な
り
ゆ
き
　
㎜

　
〔
産
経
委
員
会
付
託
分
〕
　
　
　
㎜

…
◎
取
安
新
田
ほ
場
整
備
に
関
す
る
…

一
　
請
願
：
：
：
：
：
採
択
一

一
◎
野
口
大
原
畑
地
ほ
場
整
備
に
伴
㎜

…
　
う
水
槽
施
設
に
関
す
る
請
願
　
　
㎜

…
　
　
　
：
：
：
：
：
採
択
…

㎜
〔
新
規
分
〕
　
　
　
　
㎜

㎜
◎
川
西
中
学
校
水
泳
プ
ー
ル
建
設
…

…
　
に
関
す
る
請
願
（
請
願
者
、
川
…

一
　
西
中
学
校
P
T
A
会
長
小
林
申
一

…
　
一
ほ
か
四
百
五
人
）
　
　
　
　
　
㎜

㎜
　
　
　
　
　
総
文
委
員
会
に
付
託
…

、
設
置
条
例
の
一
部
改
正
で
、
仙
田
小
学

校
高
倉
分
校
の
独
立
校
昇
格
を
内
容
と

し
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
四
月
一
日
を
期
し
て
の

高
倉
小
学
校
発
足
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
一
般
会
計
は
五
億
四
千

　
　
八
百
万
円
余
に

　
議
案
第
三
号
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
（
原
案
ど
お
り
可
決
）

の
次
に
、
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
計

と
特
別
会
計
、
都
合
七
会
計
の
決
算
認

定
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
、
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
す
。

で
に
そ
の
規
模
等
、
前
号
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
で
す
。

　
議
案
第
四
、
第
五
、
第
六
号
は
、
午

手
地
区
と
中
仙
田
地
区
の
両
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
お
よ
ぴ
一
般
会
計
の
各

補
正
予
算
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
補
正
の
回
数
は
、
両
簡
易
水
道
会
計

と
も
こ
れ
が
第
一
回
目
、
一
般
会
計
の

場
合
は
、
六
月
と
九
月
に
次
い
で
三
回

目
の
補
正
予
算
で
し
た
“
　
（
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
）

　
こ
の
補
正
で
、
一
般
会
計
は
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一

千
百
一
万
五
千
円
が
追
加
と
な
り
、
予

算
規
模
を
五
億
四
千
八
百
五
十
一
万
三

千
円
と
伸
ば
し
ま
し
た
。
地
方
交
付
税

が
追
加
財
源
の
大
口
で
す
。

　
ま
た
、
千
手
地
区
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
に
各

百
二
十
五
万
四
千
円
を
追
加
し
、
千
二

百
三
十
八
万
二
午
円
の
規
模
に
、
中
仙

田
地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
三

十
万
六
千
円
の
追
加
で
、
歳
入
歳
出
と

も
三
千
九
百
九
十
七
万
八
千
円
の
規
模

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
六
氏
が

　
　
　
一
般
質
問
に
立
つ

　
日
程
の
最
後
に
行
な
つ
た
町
政
に
対

す
る
一
般
質
問
で
は
、
次
の
各
氏
が
質

問
に
立
ち
、
激
動
し
た
年
の
幕
切
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
熱
気
で
終
始
し
ま
し
た
。

囹
田
中
与
三
郎
氏
「
交
通
事
故
防
止
対

　
　
　
策
と
選
挙
常
時
啓
発
運
動
に
つ

　
　
　
い
て
」

囹
登
坂
　
茂
氏
「
上
越
新
幹
線
へ
の
直

　
　
　
通
道
路
構
想
に
つ
い
て
」

囹
中
村
金
作
氏
「
基
盤
整
備
事
業
の
工
『

　
　
　
事
運
営
と
第
二
次
構
造
改
善
事

　
　
　
業
に
っ
い
て
」

囹
数
藤
　
亘
氏
「
寄
宿
舎
整
備
等
、
教

　
　
　
育
の
機
会
均
等
に
つ
い
て
」

囹
村
山
義
雄
氏
「
過
疎
対
策
の
展
望
に

　
　
　
つ
い
て
」

囹
須
藤
寛
蔵
氏
「
農
業
構
造
改
善
事
業

　
　
　
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
発
言
順

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
、
日
中
与
三
郎

氏
の
次
に
、
平
野
圭
二
氏
が
農
協
合
併

の
問
題
に
つ
い
て
質
問
す
る
予
定
で
い

た
と
こ
ろ
、
同
氏
の
質
問
開
始
と
同
時

に
、
千
手
農
協
で
事
故
発
生
と
い
う
連

絡
が
は
い
り
、
同
農
協
の
組
合
長
で
あ

る
平
野
氏
は
発
言
を
中
断
し
現
場
処
理

の
た
め
退
場
、
結
局
、
質
問
を
取
り
下

げ
る
と
い
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
一
般
質
問
の
詳
細
に
つ
い
て
は

今
回
の
も
の
を
含
め
て
、
今
後
は
欠
か

さ
ず
に
〃
町
政
の
ひ
ろ
ば
〃
等
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
、
係
で
検
討
中

で
す
。

■
町
の
人
事

▽
配
置
換
え
，
／
十
二
月
十
五
日
付

総
務
課
長
・
数
藤
彦
三
（
水
道
課
長
）

企
画
室
長
・
星
名
仁
作
（
土
木
課
長
）

建
設
課
長
・
南
雲
春
雄
（
総
務
課
長
兼

企
画
室
長
）

▽
採
　
用
／
一
月
一
日
付

産
業
課
・
丸
山
惣
吉
（
川
西
町
土
地
改

良
区
、
根
深
）

　
　
以
上
の
人
事
を
発
令
し
た
ほ
か
、
町

　
議
会
報
告
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

　
一
部
機
構
改
革
（
課
設
置
条
例
の
一
部

　
改
正
）
に
伴
い
、
い
ま
ま
で
の
土
木
課

　
土
木
第
一
係
、
同
土
木
第
二
係
、
水
道

　
課
水
道
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
昨
年
十
二

F
月
十
五
日
か
ら
建
設
課
土
木
第
一
係
、

　
同
土
木
第
二
係
、
同
水
道
係
と
呼
ぶ
よ

　
う
に
な
り
ま
し
た
。

千
手
・
上
野
．

　
　
両
保
育
園
児
の

　
　
募
集

　
　
　
　
　
《
四
月
入
園
V

　
次
の
要
領
で
、
千
手
保
育
園
、
上

野
保
育
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
対
象
区
域
は
、
千
手
の
場
合

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
新
設
の
上
野
保

育
園
は
上
野
地
区
全
域
で
す
。

－
募
集
人
員

O
千
手
保
育
園

　
　
　
三
歳
未
満
児
　
　
　
七
人

　
　
　
三
、
四
歳
児
　
六
十
三
人

○
上
野
保
育
園

　
　
　
三
歳
未
満
児
　
　
十
八
人

　
　
　
三
、
四
歳
児
　
七
十
二
人

2
受
け
付
け
期
間

　
羅
部

叢
　
　
　
吐

，
鰍

　
○
千
手
保
育
園

　
　
　
一
月
＋
八
日
か

　
　
　
ら
同
三
十
日
ま

　
　
　
で

　
O
上
野
保
育
園

　
　
　
一
月
二
＋
五
日

3
受
け
付
け
場
所

　
○
千
手
保
育
園
の
場

　
　
合
、
役
場
の
執
務

　
　
時
間
内
に
社
会
課

　
　
窓
ロ
ヘ
お
い
で
く

　
　
だ
さ
い
。

　
O
上
野
保
育
園
の
場

　
　
合
、
当
日
午
前
九

　
　
時
か
ら
午
後
四
時

　
　
ま
で
の
間
に
、
上

　
　
野
連
絡
所
へ
お
い

　
　
で
く
だ
さ
い
。

4
留
意
点

ω
申
請
用
紙
は
係

　
　
で
用
意
し
て
あ
り

　
　
ま
す
。

　
②
　
家
族
の
状
況
に
つ
い
て
お
尋

　
　
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら

　
　
必
ず
、
保
護
者
か
ら
お
い
で
ね

　
　
が
い
ま
す
。

③
印
鑑
が
必
要
で
す
。

5
必
要
な
書
類

　
ω
父
母
の
勤
務
証
明
書
（
勤
務

　
　
先
発
行
の
も
の
）

　
②
　
昭
和
四
十
六
年
給
与
所
得
源

　
　
泉
徴
収
票

　
③
　
　
（
家
族
の
病
気
が
申
請
理
由

　
　
の
場
合
）
医
師
の
診
断
書

6
そ
の
他

ω
千
手
保
育
園
に
在
園
中
で
、

　
　
引
き
続
き
入
園
を
希
望
す
る
場

　
　
合
も
、
申
請
を
要
し
ま
す
。

②
病
気
等
の
障
害
か
ら
、
集
団

　
　
生
活
が
困
難
な
児
童
は
ご
遠
慮

　
　
願
い
ま
す
。

む

／
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昭
和
四
十
六
年

“
赤
い
羽
根
・

歳
末
た
す
け
あ
い
”

　
　
募
金
結
果
の
報
告

　
十
月
一
日
か
ら
年
末
に
か
け
て
実
施

し
た
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
と
、
み

ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を
、
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
呼
ぴ
か
け
を
行
な

っ
た
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
・
の
い

ず
れ
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ

い
て
、
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
回
も
、
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に
対

す
る
配
分
を
は
じ
め
と
し
て
、
広
く
社

会
福
祉
事
業
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
そ
ろ

つ
て
、
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
深
く
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
募
金
結
果
と
配
分
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
赤
い
双
根

＊
戸
別
募
金

＊
学
校
募
金

＊
そ
の
他

　
合
計
：
：
：

《
配
分
先
と
配
分
題
V

低
所
得
世
帯
　
　
　
　
一
一
四
、
六
匠
O
円

母
子
世
帯
　
　
　
　
　
一
三
、
誠
O
O
円

身
体
障
害
児
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
円

身
体
障
害
者
　
　
　
　
三
三
、
O
O
O
円

ね
た
き
り
老
人
　
　
　
一
九
、
O
O
O
円

児
童
福
祉
施
設
入
所
者
　
四
、
誠
O
O
円

重
症
心
身
障
害
者
　
　
　
三
、
誠
O
O
円

老
人
ホ
ー
ム
　
　
　
　
　
五
、
O
O
O
円

老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
　
　
七
、
O
O
O
円

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
誠
O
O
円

単
身
老
人
　
　
　
　
　
　
六
、
O
O
O
円

長
期
入
院
患
者
　
　
　
四
六
、
O
O
O
円

　
合
計
　
　
　
　
　
一
六
四
、
六
誠
O
円

　
ほ
か
に
、
募
金
用
封
筒
、
送
金
手
数

料
と
し
て
七
、
一
一
〇
誠
円
、
次
年
度
へ
の

繰
越
金
四
、
一
四
八
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
：
：
：
：
：
：
①

　
〈
千
手
地
区
〉

◎
中
島
町
・
高
橋
勇
◎
山
野
田
・
宮

沢
由
志
三
　
◎
発
電
所
通
り
・
石
沢
元

．
治
◎
永
久
公
舎
o
藤
田
隆
策
◎
四

”
郎
兼
・
小
野
塚
留
吉
　
◎
東
善
寺
・
斉

藤
嘉
栄
◎
上
町
・
野
上
迂
の
　
◎
中

央
町
・
大
井
正
司
　
◎
田
中
町
・
野
上

英
二
　
◎
神
社
町
，
・
関
ロ
シ
イ
　
◎
学

校
町
・
増
田
享
　
◎
中
屋
敷
・
長
部
三

郎
　
◎
寺
尾
・
高
橋
博
　
◎
木
島
．
丸

　
山
幸
吉
◎
沖
立
・
数
藤
貞
義
◎
伊

友
・
黒
島
善
一
　
◎
高
原
田
・
高
橋
利

一
　
◎
坪
山
・
高
橋
長
夫
　
◎
霜
条
・

蔵
品
茂
◎
鶴
吉
・
田
村
重
正
　
◎
平

見
・
市
川
彦
平
◎
木
島
公
舎
・
島
田

朋
衛〈

上
野
地
区
〉

◎
三
領
・
水
品
正
一
郎

〈
橘
地
区
V

◎
木
落
・
羽
鳥
朔
市
◎
寺
ケ
崎
・
高

津
徳
治
　
◎
塩
辛
・
藤
巻
三
郎
　
◎
仁

田
・
須
藤
茂
一
　
◎
野
口
・
村
越
太
郎

◎
根
深
・
丸
山
忠
司
　
◎
下
原
・
丸
山

宗
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
敬
称
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
日
現
在
〉

三
九
〇
、
O
八
八
円

　
一
一
三
、
四
三
六
円

　
　
三
、
七
七
六
円

四
一
七
、
三
〇
〇
円

　
こ
の
中
か
ら
、
町
の
社
会
福
祉
協
議

会
に
、
昭
和
四
十
七
年
度
の
活
動
費
と

し
て
二
十
九
万
円
が
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い

＊
戸
別
募
金
　
　
　
一
七
〇
、
O
O
三
円

＊
篤
志
募
金
　
　
　
　
　
六
、
O
O
O
円

　
内
訳
、
木
島
子
供
会
　
昌
、
O
O
O
円

　
　
　
　
深
雪
会
　
　
四
、
O
O
O
円

　
合
計
：
：
：
　
一
七
六
、
O
O
三
円

文
化
財
に
つ
い
て

お
願
い

　
激
動
の
時
代
の
中
で
、
新
し
い
生
活

文
化
が
普
及
浸
透
し
、
挙
家
離
村
や
増

改
築
が
あ
い
つ
ぎ
、
古
い
家
屋
が
処
分

さ
れ
、
家
財
が
整
理
さ
れ
て
、
川
西
町

内
の
貴
重
な
文
化
財
が
次
つ
ぎ
と
失
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
保
護

し
、
活
用
を
は
か
る
た
め
に
、
目
下
、

各
種
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

と
て
も
た
い
へ
ん
な
仕
事
で
、
町
の
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
で
す
。

　
も
し
も
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
心

当
た
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
古
文
書
ヤ
ー
イ

　
昔
か
ら
の
、
川
西
町
の
お
も
な
で
き

ご
と
を
調
べ
て
年
代
表
を
ま
と
め
る
作

業
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ウ
ラ

ヅ
ケ
と
な
る
古
文
書
が
少
な
く
て
困
っ

て
い
ま
す
。
古
文
書
を
所
蔵
の
方
、
ま

た
は
所
蔵
の
家
を
ご
存
知
の
方
は
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

　
　
口
伝
（
ク
チ
伝
え
）
が
ほ
し
い

　
オ
レ
が
何
才
の
と
き
、
慶
応
二
年
生

ま
れ
の
祖
父
が
何
才
の
と
き
大
キ
キ
ン

に
会
っ
』
て
難
儀
し
た
話
を
き
い
た
、
そ

の
様
子
は
こ
う
だ
っ
た
そ
う
だ
、
と
か

明
歴
三
年
七
月
の
大
豪
雨
で
岩
瀬
に
抜

け
間
が
で
き
た
、
と
か
、
ま
た
は
、
橘

に
始
め
て
自
転
車
が
入
っ
た
の
は
大
正

四
年
五
月
の
こ
と
、
本
山
慶
作
ざ
ん
と

い
う
人
が
東
京
か
ら
八
十
円
で
買
っ
て

来
た
、
そ
の
こ
ろ
米
一
俵
が
四
円
三
十

銭
、
と
い
っ
た
よ
う
な
、
正
確
な
口
伝

を
い
っ
ぱ
い
ほ
し
い
の
で
す
。
さ
さ
い

な
こ
と
で
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
〔
十
二
月
分
〕

▽
入
手
品

っ
く
織
機

▽
寄
贈
者
（
敬
称
略
）

小
川
吉
江
（
岩
瀬
）

　
こ
と
し
は

　
　
　
流
行
の
周
期
か

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
い
わ
ゆ
る
流

感
に
つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
、
ご
家
庭

で
そ
の
予
防
に
じ
ゆ
う
ぶ
ん
留
轡
墾

意
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
噛

◎
予
防
に
は

1
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
必
ず
、

　
う
が
い
を
す
る
習
慣
を
つ
け
る
b

2
室
内
の
採
暖
、
換
気
に
、
じ
ゆ

　
う
ぶ
ん
注
意
す
る
。

」
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防

雛
糞
鞍
荊

い
る
こ
と
や
ウ
ィ
ル
ス
の
抗
黒
の

構
造
の
変
化
あ
る
い
は
・
鷺
ザ

行
の
周
期
説
な
ど
、
悪
い
条
件
輔
ン

が
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
か
な
｝
工

り
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
烹
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晒 。・一鴫”，朔継脚・…一

4
”襯帰岡・欄1叫・

　　　5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

簿
謹
罐
盤
超
鎌
縣
辮
駿

発
生
状
況
の
正
確
で
早
期
の
は
マ
蔭
季
ー
、
て
指
示
々
う
け
る
。

握
と
い
う
こ
と
が
、
防
疫
対
策
上
、

ひ
じ
ょ
う
に
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
か
ら
、
次
の
点

を
励
行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
過
労
、
不
摂
生
を
さ
け
、

栄
養
に
注
意
す
る
。

　
人
の
近
く
で
、
せ
き
や
く

し
ゃ
み
を
し
た
り
、
つ
ば
、

た
ん
を
吐
か
な
い
。

　
感
染
し
、
ま
た
、
感
染
の

お
そ
れ
が
あ
る
際
は
、
早
く

医
師
の
診
察
を
受
け
る
。

◎
集
団
発
生
時
は

事
業
所
や
学
校
、
幼
稚
園
、

、
薗
灘
欄
蒲
齪
翻

間
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
届
出
患
者
数

は
、
四
十
一
年
六
十
一
人
、
四
十
四

年
三
人
、
計
六
十
四
人
で
す
。

　
　
　
　
冬
の
歩
道
で

　
　
　
　
　
一
言

　
　
　
　
　
　
（
坪
山
、
一
主
婦
）

　
　
　
　
　
木
島
町
の
松
屋
工
場
前

　
　
　
．
か
ら
川
西
中
学
校
ま
で
、

歩
行
者
保
護
の
た
め
に
、
せ
つ
か
く

作
っ
て
い
た
だ
い
た
歩
道
が
、
降
雪

の
た
ぴ
に
通
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
所
用
で
町
へ
行
く
と
き
な
ど
は
、

か
と
い
っ
て
車
道
を
歩
く
こ
と
も
で

き
ず
、
玄
関
先
の
歩
道
を
道
踏
み
し

て
く
れ
る
家
も
、
そ
う
で
な
い
家
も

あ
っ
た
り
し
て
起
伏
が
激
し
く
、
歩

鵬
摯
．

行
す
る
の
に
危
険
で
す
。

　
冬
期
間
も
通
れ
る
歩
道
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

坪
山
、
一
主
婦
の

か
た
へ

　
ご
も
つ
と
も
な
ご
意
見
で
す
。

　
町
で
も
、
町
長
は
じ
め
関
係
者
全

部
が
あ
な
た
と
同
じ
考
え
で
、
先
般

県
道
除
雪
担
当
の
十
目
町
土
木
事
務

所
長
と
協
議
要
望
し
て
み
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
歩
道

の
除
雪
ま
で
と
て
も
で
き
か
ね
る
と

い
う
県
の
方
針
で
し
た
。

　
町
と
し
ま
し
て
は
、
昨
秋
購
入
し

た
グ
レ
ー
ダ
ー
で
除
雪
し
て
み
ま
し

た
が
、
早
朝
は
道
路
除
雪
に
同
一
機

械
が
出
動
七
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
屋
根
の
除
雪
と
消
雪
パ
イ
プ
の

関
係
、
さ
ら
に
、
車
と
消
雪
パ
イ
プ

の
水
は
ね
等
、
関
連
し
て
い
ろ
い
ろ

検
討
を
要
す
る
問
題
も
多
く
、
こ
れ

な
ら
完
全
と
い
う
方
法
は
み
つ
か
つ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
な
ん
と
か
、
冬
も
利
用
で
き
る
歩

道
に
し
た
い
も
の
と
努
力
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
　
　
、

（
建
設
課
土
木
第
二
係
）
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いこでたじんむのでこ、レたむのじ．ん

るく　　ロ　　 ワ

くる一一はるが
力三るは

“
仙
田
小
唄
”
が

で
き
て
ご
ざ
る

　
中
仙
田
の
K
さ
ん
か
ら
、
　
「
〃
仙
田

小
唄
〃
が
で
き
た
か
ら
、
新
春
の
広
報

で
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
。
」
と

い
う
、
熱
心
な
ご
依
頼
を
ち
ょ
う
だ
い

し
ま
し
た
。

二
、
薬
師
岳
か
ら
内
の
又

　
ウ
ド
や
ノ
ノ
バ
や
ぜ
ん
ま
い
を

　
つ
み
と
る
姉
さ
の

　
　
　
　
　
つ
み
と
る
姉
さ
の

　
手
が
白
い
　
手
が
白
い

三
、
萌
え
る
緑
の
山
合
い
を

　
う
ね
り
う
ね
っ
て
渋
海
川

　
音
も
立
て
ず
に

　
　
　
　
音
も
立
て
ず
に

　
流
れ
て
る
　
流
れ
て
る

四
、
ハ
リ
マ
ヤ
工
場
で
ユ
ニ
チ
カ
の

　
日
本
一
の
メ
リ
ヤ
ス
を

　
つ
く
る
ミ
シ
ン
の

　
　
　
　
　
つ
く
る
ミ
シ
ン
の

　
音
も
か
る
い
　
音
も
か
る
い

　
ご
覧
の
〃
仙
田
小
唄
〃
、
作
詞
・
小
　
◎
新
郎

林
荘
平
さ
ん
嬉
曲
堤
久
讐
ん
・
（
◎
新
婦

で
雛
繋
灘
灘
鍔
鍮

存
じ
の
ハ
リ
マ
ヤ
仙
田
工
場
誘
致
に
際

し
て
、
そ
の
手
ぴ
き
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
か
た
で
す
。

　
節
ま
わ
し
も
平
易
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ

た
く
さ
ん
の
か
た
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
。

五
、
観
音
堂
の
大
い
ち
ょ
う

　
　
け
や
き
と
肩
よ
せ
盆
踊
り

　
夫
婦
き
ど
り
で

　
　
　
　
　
夫
婦
き
ど
り
で

　
見
て
ご
ざ
る
　
見
て
ご
ざ
る

六
、
滝
の
頭
の
ぷ
な
の
木
が

　
黄
ば
む
と
鎮
守
の
秋
祭
り

　
は
た
め
く
の
ぼ
り
の

　
　
　
　
　
は
た
め
く
の
ぽ
り
の

　
は
れ
や
か
さ
　
は
れ
や
か
さ

七
、
村
を
と
り
ま
く
や
ま
や
ま
を

　
紅
葉
の
錦
で
つ
つ
む
こ
ろ

　
田
ん
ぼ
に
黄
金
の

　
　
　
　
田
ん
ぼ
に
黄
金
の

　
波
が
た
つ
　
波
が
た
つ

清
水
進
一
朗
　
下
平
新
田

酉
山
　
明
子
下
平
新
田
か
ら

羽
鳥
信
男
伊
友

廣
田
　
久
枝
　
六
日
町
か
ら

昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

数
藤
ト
シ
子
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く
み
取
り
料
金

　
　
　
　
　
を
　
改
　
定

　
　
　
　
1
8
回
け
32
円
に

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
一
月
一
日
か
ら
、
一
し
尿
く
み
取
り
料

金
を
改
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
新
し
い
、
く
み
取
り
料
金
は
、
十
八

リ
ッ
ト
ル
で
三
十
二
円
、
百
八
十
リ
ッ

ト
ル
（
約
輔
石
）
三
百
二
十
円
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
料
金
と
比
較
す
る
と
、

十
八
リ
ッ
ト
ル
当
り
で
、
五
円
と
い
う

値
上
げ
幅
で
す
．

納
税
メ
モ

明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す

　
昭
和
四
十
七
年
の
新
春
を
迎
え

こ
こ
ろ
か
ら
、
お
喜
ぴ
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
と
し
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

な
ど
と
い
い
ま
す
が
、
町
税
に
お

い
て
も
、
一
月
一
日
は
重
要
な
意

味
を
有
し
ま
す
。

　
毎
年
、
所
得
申
告
を
し
て
い
た

だ
く
住
民
税
、
そ
し
て
土
地
、
家

屋
、
償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資

産
税
も
、
み
ん
な
一
月
一
目
現
在

が
賦
課
期
日
と
定
め
ら
れ
、
納
税

関
係
が
成
立
す
る
か
ら
で
す
。
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ふ
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戸
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山
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美
枝
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星
名
新
一

沼
田
記
代
子

秋岩愛仁
田知

か
ら

瀬田
か
ら

谷

・
◎
◎
驚

鍮

謙
か
ら
雛

仁．仁茨赤

谷城
か
ら

田田
か
ら

越
ケ
沢

大
宮
か
ら

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
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新
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沖
立

木
落
か
ら

木
落

＋
目
町
か
ら

越
ケ
沢

鹿
児
島
か
ら

野
　
口

＋
日
町
か
ら

小
自
倉

東
京
か
ら

新
町
新
田
＼

大
倉
か
ら

　
　
お
わ
ぴ

　
前
号
第
一
面
に
、
合
同
竣
工
式
の
際

町
政
あ
る
い
ば
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
か
た
が
た
を
表
彰
し
た
こ
と
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
被
表
彰
者
の
氏
名

中
、
星
名
美
昌
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
ご

本
人
か
ら
の
辞
退
申
し
出
に
よ
り
、
表

彰
を
取
り
消
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

編
集
者
の
手
落
ち
か
ら
掲
載
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ご
訂
正
の
う
え
、
失
礼
を

お
許
し
く
だ
さ
い
。

工
事
場
の
焚
火
に
暮
れ
て
冬
の
雨

健
や
か
に
農
五
十
年
麦
を
踏
む

，
汽
車
降
り
て
寒
月
の
照
る
村
を
行
．
く

　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

山
茶
花
の
花
を
包
み
し
初
吹
雪

吊
革
の
冷
や
か
に
触
れ
バ
ス
に
乗
る

釣
人
も
影
を
ひ
そ
め
し
枯
真
孤

　
　
　
　
　
在
長
岡
金
子
且
雀

年
末
の
闘
争
の
列
労
働
歌

ふ
る
さ
と
の
漬
菜
の
味
を
偲
ぶ
夜

　
　
　
　
在
草
加
市
　
金
子
洋
石

初
日
の
出
藁
家
に
一
旗
光
り
け
り

羽
子
板
を
抱
い
て
は
し
ゃ
ぎ
姉
妹

　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
舟

墨
の
香
の
清
さ
に
書
初
は
じ
め
け
り
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